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アブダビでの国際セミナー
福田
　
安志
早稲田大学イスラーム地域研究機構
上級研究員
早稲田大学イスラーム地域研究機構で
は、ニューヨーク大学アブダビ校（ＮＹＵＡＤ） 、マラヤ大学アジア・ヨーロッパ研究院（ＡＥＩ）との共催で、 ラブ首長国連邦の首都アブダビの
ＮＹＵＡＤ
におい
て、二〇一五年一一月一日から三日までの三日間にわたり、国際セミナ を開 した。
イスラーム地域研究機構では、二〇一四
年度より日本学術振興会の補助を得て国際的な共同研究﹁多文化環境下における価値の交渉―イスラームとの共生に向けた発
 
展的研究﹂ （英文名：
N
egotiating V
alues in 
M
ulticultural C
ircum
stances: Tow
ard the 
Sym
biosis from
 Islam
ic A
rea Studies ）を実
施している。共同研究は、当機構 マ㆑ーシアのマラヤ大学アジア・ヨーロッパ研究
多文化環境下における価値の交渉
――
イスラームとの共生に向けた発展的研究
日本学術振興会拠点形成事業
（Ｂ． アジア・アフリカ学術基盤形成型）エクスカーションで訪れたシェイクザイードモスク
アブダビの高層ビル群
院、アラブ首長国連邦のニューヨーク大学アブダビ校人文学部の三機関を中心にして三か年計画で実施しており、初年度の二〇一四年には、マラヤ大学アジア・ヨロッパ研究院において三機関の共催で国際セミナーを開催した。二年度目となる二〇一五年は場所をアブダビのＮＹＵＡＤに移し国際セミナーを開催したものである。
今回の国際セミナーは﹁
Islam
 in G
lobal 
Perspective ﹂のタイトルで開催され、イス
ラームと共生をめぐる様々なトピックについて報告と討議が行われた。国際セミナーには、これまでの共同研究を担ってきた早稲田大学、ＮＹＵＡＤ、マラヤ大学の研究者たちが参加すると もに、ＮＹＵＡＤがマッチングファンドを用意して欧米諸国などから多くの研究者を招聘したため、五五名ほどの研究者が集い 活発な議論が行われ盛会となった。
ＮＹＵＡＤのキャンパスはアブダビの中
心地からは少し離れ サイディヤート島にある。同島は現在開発途上でＮＹＵＡＤのキャンパスは広大な砂漠に取り巻かれてる。緑に包まれたマラヤ大学で開催された二〇一四年の国際セミナーとは様変わりであった。毎朝、宿泊のホテルからバスキャンパスに向かった までは二〇―三 分、橋を渡ってサイディヤート島にはいると 左手に建設中のパリのルーブル美術館のドーム型 アブダビ分館の姿が目に飛び込んでくる。石油の富で潤っているア ダビはインフラ建設など
会場となったニューヨーク大学アブダビ校
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開発事業から、教育・文化へと開発の重点を移しているところである。
国際セミナーの初日は九時過ぎに始まっ
た。はじめに、早稲田大学イスラーム地域研究機構の桜井啓子機構長から国際セミナーの開催に際しての挨拶があり、ホスト校であるＮＹＵＡＤ人文科学部の学部長である
R
obert Young
氏からも会議の開催を歓
迎する旨の挨拶があった。その後、パネルでの発表が始まった。
各パネルはそれぞれ三名前後の報告者で
構成されていた 、最初の日には四つのパネルが組織されていた。パネルのタイトルを紹介すると、次のようになっている。· D
isplacem
ent and M
em
ory in Transnational 
Perspectives,
· G
lobalization of R
eligious N
orm
s and Prac-
tices: H
alal Food,
· D
iscourses on W
om
en, M
ulticulturalism
 &
 
Islam
: G
lobal C
om
parative A
nalyses,
· M
igration and Transnational Social Spaces,
二日目は、· T
he C
enter D
oes N
ot H
old: T
he ‘L
ocal’ and 
the ‘V
ernacular’ as a P
roblem
 of G
lobal Is-
lam
ic Studies (R
oundtable),
· Educational and B
ureaucracy R
eform
s un-
der Im
perial R
ules at the D
aw
n of the M
od-
ern Era: C
ase Studies of the O
ttom
an Em
-
pire, the Q
in D
ynasty and Iran,
· N
arratives of G
lobal Islam
 in H
istorical Per-
spective,
· The D
ynam
ics of M
ulticulturalism
三日目は、
· H
istory of M
ulticultural Environm
ent in 
Port-cities around the Indian O
cean: N
egoti-
ating V
alues on Shelter,
· Translation as as Intellectual C
onversation: 
Talking R
eform
 A
cross Lingustic B
orders in 
the Eastern M
editerranean,
· State, Society and M
ulticulturalism
.
以上のように三日間で合計して一一のパ
ネルが持たれ多数の研究発表が行われた。共同研究は二年目に入り、活発な討議を通し研究者相互の理解も深まり、懇親会など
も設けられ、三拠点間の交流も一層進むこととなった。国際セミナーには日本からは若手研究者も参加し、共同研究・研究交流の成果を次の世代に引き継いでいく点で大きな意義があった。早稲田大学で開催される来年 国際セミナーにつながる大きな成果を得ることができた。
今回の国際セミナーでは、準備段階か
ら、ＮＹＵＡＤの教員と関係者の方々の多大の尽力で成功したも である。この場を
会議の様子
歓迎レセプションにて
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借りて、あらためて感謝を述べたい。東京での打合せ会議＆若手研究者報告会
秋山
　
徹
早稲田大学イスラーム地域研究機構
研究助手
年が明けて二〇一六年一月二三日、早稲
田大学において、来年度に同大学を会場として開催予定の国際セミナーのための打合せ会議が開催された。会議には、前述三拠点（ＮＹＵＡＤ、ＡＥＩ、早稲田大）の関係スタッフ合計十三名が集い、来る国際セミナーのメインテーマを皮切りに セッション構成に至るまで、活発な議論が交わされた。
大学近隣のカ㆑ー店でのランチを挟ん
で、午後からは日本人若手研究者による、研究発表会が開催された（使用言語は英語） 。 者と発表タイトルは以下の通りである。· M
asayo W
atanabe （
The U
niversity of To-
kyo ） 
 
“T
he C
oncept of Q
uantity in A
rabic 
Sciences”
· Y
uko Sugim
oto （
W
aseda U
niversity ） 
 
“C
riticism
s of the O
ttom
an G
overnm
ent 
A
ppearing in Periodicals E
dited by al-
K
aw
ākibī”
·  Ryosuke O
no （
K
eio U
niversity ） 
“A
bdürreşit İbrahim
’s Final Y
ears in Tokyo 
(1938-1944): T
he U
ngodly Japanese 
Intention to M
ake H
im
 an Islam
ic Saint”
右記の三報告に対し、海外からのゲスト
たちを含むフロアからは数多くの質問やコメントが寄せられ、本事業の主要な柱のひとつである、若手研究者の育成と国際的交流におおいに資する会となった。英語での報告と質疑・応答は、日本人研究者の苦手とするところだが、上述三名の発表者たちがそれを上手 クリアしていた点が印象的であった。総じて、午前中の打合 会議と午後の研究発表会を通して、来 国際セミナーに向けた良いスタートが切れ ように感じた。なお、来年度の国際セミナーは一二月初旬開催予定である。最終年度に相応しい実り多い会議となるよう、スタッフ一丸となって取り組ん ゆき い
最後に、会議当日、東京は小雪がちらつ
く底冷えのする天気であった。そうしたなか、遠路はるばるご参加下さったＮＹＵＡＤ
と
ＡＥＩ
の皆さまに厚く御礼申し上げ
 
たい。
大隈像前で記念撮影
